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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月30日(2018.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　6.18±0.2°、21.74±0.2°、及び26.7±0.2°の2θにピークを含むX線粉末回折パター
ンを有する、式(I)の化合物又はその互変異性体の結晶形態:
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【化１】

。
【請求項２】
　12.34±0.2°、22.5±0.2°、及び23.42±0.2°の2θにピークをさらに含むX線粉末回
折パターンを有する、請求項1記載の結晶形態。
【請求項３】
　25℃から300℃に加熱したときに前記結晶形態の全質量のうちの15.5％の全質量損失を
含む熱重量分析サーモグラムを有する、請求項1記載の結晶形態。
【請求項４】
　25℃から300℃に加熱したときに140℃で最大値を有する90℃～185℃での吸熱を含む単
一示差熱分析サーモグラムを有する、請求項1記載の結晶形態。
【請求項５】
　前記単一示差熱分析サーモグラムが264℃で最大値を有する240℃～285℃の吸熱をさら
に含む、請求項4記載の結晶形態。
【請求項６】
　少なくとも90%純粋である、請求項1記載の結晶形態。
【請求項７】
　3.5±0.2°、9.26±0.2°、及び18.62±0.2°の2θにピークを含むX線粉末回折パター
ンを有する、式(I)の化合物又はその互変異性体の結晶形態:

【化２】

。
【請求項８】
　7.06±0.2°、12.66±0.2°、及び15.3±0.2°の2θにピークをさらに含むX線粉末回折
パターンを有する、請求項7記載の結晶形態。
【請求項９】
　25℃から300℃に加熱したときに前記結晶形態の全質量のうちの12.8％の全質量損失を
含む熱重量分析サーモグラムを有する、請求項7記載の結晶形態。
【請求項１０】
　25℃から300℃に加熱したときに160℃で最大値を有する110℃～175℃での吸熱を含む単
一示差熱分析サーモグラムを有する、請求項7記載の結晶形態。
【請求項１１】
　前記単一示差熱分析サーモグラムが254℃で最大値を有する225℃～275℃の吸熱をさら
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に含む、請求項10記載の結晶形態。
【請求項１２】
　少なくとも90%純粋である、請求項7記載の結晶形態。
【請求項１３】
　10.66±0.2°、21.94±0.2°、及び26.26±0.2°の2θにピークを含むX線粉末回折パタ
ーンを有する、式(I)の化合物又はその互変異性体の結晶形態:
【化３】

。
【請求項１４】
　10.14±0.2°、18.1±0.2°、及び22.66±0.2°の2θにピークをさらに含むX線粉末回
折パターンを有する、請求項13記載の結晶形態。
【請求項１５】
　25℃から300℃に加熱したときに前記結晶形態の全質量のうちの16.4％の全質量損失を
含む熱重量分析サーモグラムを有する、請求項13記載の結晶形態。
【請求項１６】
　25℃から300℃に加熱したときに140℃で最大値を有する100℃～175℃での吸熱を含む単
一示差熱分析サーモグラムを有する、請求項13記載の結晶形態。
【請求項１７】
　前記単一示差熱分析サーモグラムが258℃で最大値を有する235℃～275℃の吸熱をさら
に含む、請求項16記載の結晶形態。
【請求項１８】
　少なくとも90%純粋である、請求項13記載の結晶形態。
【請求項１９】
　9.26±0.2°、11.7±0.2°、及び26.18±0.2°の2θにピークを含むX線粉末回折パター
ンを有する、式(I)の化合物又はその互変異性体の結晶形態:
【化４】

。
【請求項２０】
　7.46±0.2°、24.26±0.2°、及び24.94±0.2°の2θにピークをさらに含むX線粉末回
折パターンを有する、請求項19記載の結晶形態。
【請求項２１】
　25℃から300℃に加熱したときに前記結晶形態の全質量のうちの9.4％の全質量損失を含
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む熱重量分析サーモグラムを有する、請求項19記載の結晶形態。
【請求項２２】
　25℃から300℃に加熱したときに80℃で最大値を有する50℃～140℃での吸熱を含む単一
示差熱分析サーモグラムを有する、請求項19記載の結晶形態。
【請求項２３】
　前記単一示差熱分析サーモグラムが181℃で最大値を有する160℃～200℃の発熱をさら
に含む、請求項22記載の結晶形態。
【請求項２４】
　前記単一示差熱分析サーモグラムが251℃で最大値を有する225℃～275℃の吸熱をさら
に含む、請求項23記載の結晶形態。
【請求項２５】
　少なくとも90%純粋である、請求項19記載の結晶形態。
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